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第１回峰上地区保護者説明会会議録

１．日時 平成２９年１月２４日（火）１９：００開始

２．会場 峰上地区公民館

３．教育部参加者

岡根教育長、今井学校教育課長、鶴岡教育総務課長、竹谷教育センター所長、

須藤学校教育課主幹、鈴木教育センター主幹、大畑教育センター指導主事、

刈込教育総務課課長補佐、福原教育総務課主任主事

４．保護者参加者 ２８名

５．会議録 進行：鈴木教育センター主幹

発言者 発 言 内 容
能城部長

岡根教育長

須藤主幹

保護者

鶴岡課長

保護者

今井課長

保護者

鶴岡課長

保護者

１ 開会の言葉

２ 出席者紹介

３ 教育委員会あいさつ

４ 「富津市小・中学校再配置計画（案）」についての説明

５．質疑
天羽中の校舎建て替えは無駄ではないか。

耐震工事により大地震への対応はできているが、雨漏りや老朽化などが
ひどく、今後長期間使用していくために、立て替えが必要と判断した。

天羽東中や湊小など、今ある校舎を使うことはできないのか。

天羽東中は、学年２クラスの人数が入る教室がない。また、金谷地区の
生徒が通学するには遠距離であり、負担になる。
湊小学校は、教育課程の違いや、体育や技術課の授業、部活動に支障が

出る。天羽高校は、県立学校であり、所管が違い、市立学校との一体校は
不可能である。他の場所への移転・新築も検討したが、用地買収、土地造
成、校舎・体育館・技術棟などをすべて新築するためには、莫大な費用と
年月が係るため、①のような判断をした。

校舎建築の予算の確保は。

長期的なスパンで計上してあり、議会で討議していく。

統合した場合でも、天羽中の生徒は今後も減少していくことが考えられ
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る。その場合、また統合を計画するのか。

富津市は学区が大変広く、人数だけで考えるのではなく、通学時間、交
通手段なども考慮していく。富津中、大貫中、天羽中の３校で考えたい。

文科省が適正規模とする学級数と富津市が必要とする学級数が違うがな
ぜか。

文科省が示しているのは目安であり、本市では地域の実情や通学距離な
どを考慮し、小学校学年１学級、中学校学年２学級とした。

スクールバスで１時間走ればもっと遠くに行くことができる。市内に中
学校は２校でよい。浅間山に１校もっと大きな学校を作る計画はないの
か。

浅間山は私有地もあり、教育部所管の土地はない。また、ソーラー発
電、野菜工場等で活用していく案を検討中である。浅間山に学校を置くこ
とは考えていない。

再配置のタイムスケジュールは必ず守るのか。

もし、反対が９割 10 割いた場合は進められない。

再配置は平成３２年までに行うのか。

平成３２年を目安に話し合いを進めていく。

本来なら、天羽地区の住民の話を先に聞くとともに、市長が来るべきでは。

今回は学校の再配置計画（案）の説明なので、教育委員会としての考え
を説明に来た。教育委員会の責任者として教育長が参加した。

地域への説明会は行っていくのか。

今後、行っていく。平成２９年３月末までに（案）をとり、４月以降、
具体的な事柄について個別の再配置計画を作成し、説明会を行っていく中
で検討していく。

関豊の跡地利用の際は、地元の考えを聞くことなく、競売であった。地
元の考えを聞いていくのか。

今後、地元の方の意見を頂きながら進めていきたい。

再配置には賛成である。魅力ある学校、地域が発展できる形を考えてほ
しい。ただ、天羽中学校に入る道路は危険ではないか、保護者の動線を考
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えた整備をしてほしい。

特色ある学校として、職員、保護者、地域の意見を聞き、教育課程の検
討を学校にお願いしていく。地域の発展について、地域と子どもが連携で
きる体制を作っていきたい。道路の整備企画は検討する。今の道路を広げ
ていくことは、地域のためにもなる。新生天羽中誕生に向けて、地域の
方々の考えをどんどんあげてほしい。

夏休み・冬休みに部活動が実施されるがバスは運行するのか。

バスは運行する。部活の開始・終了時間を各部で合わせるよう学校にお
願いする。

幹線道路で降りた場合、そこからが心配である。

生徒の居住地に合わせて停車場所を決定していく。

公共交通機関があってもスクールバスは運行するのか。

再配置をした場合、スクールバスを運行する。

４小学校（湊小、天神山小、竹岡小、金谷小）が一緒になると、中学入学時
に、環小の子どもだけが、後から入る形になる。環小も一緒にできないか。

環小の再配置については、現在計画には入っていない。しかし、保護者
の方の意見を伺い、検討していく。

天羽中は以前荒れていたと聞くが、今はどうなのか。

現在は非常に落ち着いており、天羽東中と比べても遜色はない。

反対が多ければ、立て替えは中止するのか。

よりよい方法があれば検討するが、現時点では建て替えをする方向である。

過疎化が進んでいるのに、校舎の建て替えはもったいないのでは。子供
が増えるようにする方がよい。公園など住みやすい環境にしてほしい。

天羽中は雨漏り等がひどく建て替える必要がある。

今の天羽中の場所は危なくないのか。

道路の整備企画は検討している。考えられるものとして、今の道路を広
げることを検討している。地域のためにもなる。
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平成３２年に統合した場合、２、３年生のジャージは途中で替わるの
か。小学校５年生が中１になるときには決まっているのか。

小学校５年生が入学するまでに学校間で検討・調整してもらい、入学ま
でに確定したい。

中学校同士の統合の事例はあるか。

富津市では中学校の事例はない。他市の資料を収集していきたい。

ずっと前には中学校の統合があった。少数派がはじかれたようだが。事
例をつかんでほしい。

今後資料を収集したい。

校舎建築、決定の時期は。

建物の設計、建築という順番になる。今回は、前年度から設計となる。
設計段階で検討委員会を置き、地域の意見を聞いていく。

もう建築についてスタートするしかないのではないか。建築について建
設的な意見を聞くべきでは。

平成３２年にこの計画で行いたいと提案している。説明会での意見を伺
い、その上で計画の修正も考えていく。

環小の今後の児童数の推移は把握しているか。

把握しているが。来年度の新入生は９人である。

東中を改修した方が安上がりなのでは。

金谷地区の生徒の通学の負担が大きいと思われるので、天羽中で考えて
いる。

天羽中の校舎建築の２年間、天羽中生徒は湊小で生活を送るというがど
のように対応するのか。

体育館や技術室は使用可能である。時間割等を工夫し、スクールバスで
の移動等工夫していく。また小学校の授業 45 分、中学校 50 分については
休み時間で調整するなど、今後学校を含め調整していく。

ＰＴＡ組織はどうなるのか。

両校のＰＴＡでよりよい組織について、今後３年間で検討をお願いする。
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中学生がいなくなると教育後援会費の集金率が下がることが考えられる。

学校で必要な経費の確保に努めていきたい。

保護者の合意とあるがいつを考えているのか。説明会はまたあるのか。

説明会は、今後も行っていく。平成 29.3 月末までに（案）をとり、４
月以降、具体的な事柄について個別の再配置計画和作成し、説明会を行っ
ていく中で検討していく。

環小の学校の統合はいつまでなら間に合うのか。

早急に皆さんの意見を収集したい。

なぜ、もっと早くに知らせないのか。再配置計画の検討はいつから行っ
たのか。

平成 29 年度から検討した。

それでは今年度の合意は無理ではないか。週1回は意見を聞いてほしい。

天羽中は統合に伴い建て替えか。

建て替えは地域から要望があった。

天羽中は耐震工事を行っているが、無駄になるのでは。

大震災があった中で、子どもたちの安全を第一に考え耐震工事を行った。

もっと事前に保護者の意見を聞くべきでは。そうでないと不安である。

説明会を行う準備として、交通手段などをどうするか考えた上で、説明
会を行うべきだと考えた。

パブリックコメントはとらないのか。

再配置構想の時にパブリックコメントをとった。再配置構想に基づくも
のなので、とらない。

説明会に出られない人もいる。何らかの形で意見を吸い上げてほしい。

アンケートで意見等を伺っていく。説明会も今後開いていく。

何らかの形で意見を吸い上げてほしい。
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平成３２年で再配置は決定しているから、説明会なのか。

現時点では決定とはいえない。説明会やアンケートから平成３２年に実
施できるか決定していく。

３月までに（案）をとることができるか不安。

保護者、ＰＴＡと協議をしていきながら進めていきたい。

平成３２年で決定なのか。

決定とはいえない。

平成３２年統合は決定なのか。決定なのか決定ではないのかそれが聞き
たい。

そういう意味では決定である。今後、丁寧に説明し、回答していく中で
（案）をとりたい。

子どものことを考えないといけないので、平成３２年スタートかそれと
もずれるのか。

不測の事態がない限り、この計画で行きたい。

環小の新入生は９人もいないのでは。

登録住民と居住実態が違うので、実数を把握していく。

環小も統合が必要なのでは。

皆さんの意見を聞きながら検討していく。

６．閉会の言葉


